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第1章r婦 人之友』誌 の資料的価値 の検討

第1節 『婦 人 之 友 』 誌 の 概 要

1.創 刊 当 時 の 状 況 と 『婦 人 之 友 』 誌 の 社 会 的 影 響

『婦 人 之 友 』 誌 は,羽 仁 も と 子が 『家 庭 之 友 』 誌 編 集 の職 を離 れ た 後 ,1908(明 治41)年

1月20日 に 創 刊 した 月 刊 誌 で あ る。1908年 と い え ば ,日 清(1894(明 治27)41三)・ 日露(1904

(明 治37)年)の 両 戦 争 を経 て,わ が 国 が 近 代 資 本 主 義 国 家 へ の 成 長 を進 め,都 市 に働 く人 々

が 急 速 に ふ え て い っ た 時 代 で あ る1)。 な か で も官 吏 ・教 員 ・医 師 ・会 社 員 な ど は 新 しい

階 層 一 都 市 の 「中 流 階 層 」 一 を 形 成 す る よ うに な る。 『婦 人 之 友 』 誌 は こ う した 新 しい都

市 の 「中 流 階 層 」 の 「主 婦 」 を 対 象 に2),キ リス ト教 の 思 想 を 背 景 に しな が ら新 しい 家

庭 生 活 像 を 求 め て 創 刊 さ れ た 「生 活 を 考 え る 雑 誌 」3)で あ る。 創1二ll当時 の 発 行 部 数 は

「婦 人 之 友 社 」 に も記 録 が な く,「 雑 誌 の 読 者 の 少 な い 当時 の こ と,多 分2,3千 部 も発

行 して は い な い 」4)と す る推 察 しか な い が,戦 前 に は6～7万 部,戦 後 は12～13万 部 を

発 行 して い た3)と い わ れ て い る。

発 刊 当初 の 『婦 人 之 友 』 誌 は,目 次 が そ の ま ま表 紙 に な って い る,素 朴 で ,色 も挿 し絵

もな く,活 字 ば か りが 並 ん だ 小 さ な雑 誌 で あ る。 雑 誌 と い う よ りは ,冊fと 呼 ぶ の が 似 つ

か わ しい。 本 文 わ ず か に30数 頁 か ら40数 頁 程 度,頁 もふ られ て い な い 。 そ の 小 さ な さ さや

か な 『婦 人 之 友 』 誌 が1911(明 治44)年 に体 裁 を … 新 す る。1911年4月 の 第4巻3号 に ,後

付 の 一 と して つ ぎ の よ うな社 告 が 載 せ られ,次 号 の 第5巻1号(1911年6刀)か らは ,内 容

が質 量 と もに充実 し,あ わせ て 表紙 な ど も画壇 の寵 児 ,ひ籍 諭 智総 画 伯 の 清新 典雅 な絵 に よ 一,

て飾 られ る ことに な る。

社 告

次號 よ り紙 敷 を増 加 して 百 三十 頁 内外 とな し採 色 石版 給 二枚 光澤 爲 眞版 口給 八 頁 を添 え高

雅 清 新 の装 い を以 て 世 に出 づ べ く不攣御 愛 讃願 上 候

從 て定 価 を左記 の通 り改正 致 候

一 冊 金 十五 銭(郵 税 一銭 五厘)

六 冊(半 年分)金 九 十銭(郵 税 と も)

十 二冊(一 一年分)金 一 圓七 十 五 銭(郵 税 と も)
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『婦 人 之 友 』 誌 が 創 刊 され た 当時 の 女 性 や 家 庭 に 関 す る出 版 物 の 状 況 を み る と5),明

治 時 代 の 末 か ら大 正 時 代 の は じめ に か け て は女 性 解 放 の 気 運 が 高 ま り,1901(明 治34)～19

02(明 治35)年 に は堺 枯 川 の 『家 庭 の 新 風 味 』 が 発 表 され,1904(明 治37)年 に は べ ー ベ ル

の 『婦 人 論 』 が 『婦 人 問 題 の解 決 』 と題 して 訳 出 され る。1907(明 治40)年 に は堺 枯 川 の

『婦 人 問 題 』 が 出 版 され る。 婦 人 雑 誌 も 『女學 雑 誌 』(1885(明 治18)年7月 創 刊 途 中

か ら巖 本 善 治 編 集)が 発 行 され,1903(明 治36)年4月3日 に は 『婦 人 之 友 』 誌 の 前 身 とい

わ れ る 『家 庭 之 友 』(内 外 出 版 協 会)が 創 刊 され る6)。 前 二 者 が 婦 人 解 放 思 想 の 強 い も

の で あ っ た の に比 べ,『 家 庭 之 友 』 一・『婦 人 之 友 』 誌 は,よ り家 庭 生 活 に密 着 した 雑 誌 で

あ った。 明 治 時 代 の お わ りに は 『新 婦 人 』,『 新 女學 』,『 女學 世 界』,『 淑 女 か が み』,

『婦 人 く らぶ』,『 女f文 壇 』,『 婦 人 画 報 』,『 婦 人 世 界 』 な ど が あ った とい わ れ,大

正時 代 に 入 る と 『婦 女界 』,『 主 婦 之 友 』,『 婦 人 倶 楽 部 』 な ど,発 行 部 数40～60万 部 を

誇 る大 衆 的 な 女性 誌 が 次 々創 刊 され,『 婦 人 公 論 』 も発 刊 され る。 『婦 人 之 友 』 誌 も大 衆

惟 と啓 蒙 性 を め ぐって 岐 路 に 立 た され る が,結 局 あ る程 度 大 衆 性 を無 視 して も理 想 を掲 げ

て す す む こ と に な る7)。

当時 の 出 版 事 情 に つ い て は よ くわ か らな い こ と が 多 い。 雑 誌 の 出 版 が 現 在 ほ ど大 が か り

な もの で は な く,限 定 され た個 人 誌 の よ うな もの も多 か った の で,調 査 が進 ん で い る雑 誌

の な か で も,数 回 の 発 行 で 廃 刊 に な って い る もの もあ り,そ れ ぞ れ の 内 容 は もち ろ ん,ボ

リュー ム や 発 行 部 数 な どの 調 査 だ け で も網 羅 的 に あ き らか にす る こ とは 難 しい。

た だ,住 生 活 の 変 容 が急 速 に進 む 大 正 時 代 に は,『 婦 人 之 友 』 誌 が 他 の 大 衆 性 を重 視 し

た 婦 人 雑 誌 に 比 べ る と,数 の 上 で は マ イ ナ ー な存 在 だ った こ とは確 か で あ る。 しか し数 は

少 な くて も根 強 い 影 響 力 を も って い た こ と も事 実 で あ る。 そ の こ と は,1930(昭 和5)に

「全 国 友 の 会 」 が 設 立 され る こ とや そ の 後 の 活 動,そ して 何 よ り も 『婦 人 之 友 』 誌 が 今 日

まで 継 続 的 に 発 行 され つ づ け て い る こ と か ら もわ か る。

『日本 婦 人 問 題 資 料 集 成 』 の編 集 者,丸 岡 秀 子 の 「観 念 に堕 せ ず 技 術 に停 滞 せ ず 読 者 と

の 協 同 に よ って,そ の 主 張 を 生 活 の 中 に 実 現 して ゆ く,こ の実 験 精 神 こそ 羽 仁 も と子 の 原

点 で あ った」 とい う評 は 『婦 人 之 友 』 誌 の特 徴 を よ くあ らわ して い る。
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2.掲 載 記 事 の 内 容 の 特 徴

記 事 の 内 容 に は,い くつ か の 特 徴 が あ る。

(1)あ た ら しい 家 庭 生 活 像

い ち ば ん 大 き な 特 徴 は,羽 仁 も と 子 の 思 想 を反 映 して,あ た ら しい 家 庭 生 活 像 を 求 め よ

う と して い る こ とで あ る。 「近 代 の 家 庭 が 要 求 す る主 婦 」(1911),「 旧 思 想 旧 習 慣 に打 勝

ち得 た 愉 快 」(1921),「 わ れ らの 描 く新 家 庭 」(1921),「 世 の 中 は ま だ この や うに 階 級 的

で す 」(1922),「 生 活 改 革 を 主 題 と して の 座 談 會 」(1930)な ど の 記 事 が み られ る。

『婦 人 之 友 』 誌 が 求 め る あ た ら しい 家 庭 生 活 像 に つ い て の 詳 しい 分 析 は 本 研 究 の 主題 で

は な い が,『 婦 人 之 友 』 誌 読 者 の 住 生 活 観 を み て い くた め に 概 観 して お く。

あ た ら しい 家 庭 生 活 像 の 第1の 性 格 は,洋 風 に 学 ぶ と い う こ と で あ る。 「質 素 な る米 國

の 生 活 」(1909),「 千 五 百 圓 で 出 來 る洋 風 の 住 宅 」(1911),「 中 等 の 洋 風 住 宅 」(1911),

「中 流 の 洋 風 住 宅 に 要 す る家 具 」(1912),「 西 洋 風 に した 書齋 」(1913),「 洋 風f供 室 」

(1916),「 内 容 を 主 と した 西 洋 館 」(1919),「 建 築 か ら見 た 米 國 の 家 庭 生 活 」(1921)な ど,

洋 風 を紹 介 す る記 事 も多 く,と りわ け 大 正時 代 に 入 る と,「 日本 の 風i二 に適 合 せ しめ た 洋

風 建 築 」(1913),「 英 風 を 加 味 した 我 家 の 教 育 法 」(1914),「 西 洋4三 活 と 日 本 生 活 」

(1914),「 能 率 か ら観 た 西 洋 の 生 活 と 日本 の 生 活 」(1917),「 和 洋 の 調 和 の よ くとれ た 食

堂 と墓 所 」(1917),「 日本 間 を 涼 しげ な 洋 風 に す る に は 」(1928)の よ うに,わ が 国 の 生 活

へ の 洋 風 の と り入 れ 方 に 関 心 が 向 い て い る。

あ た ら しい家 庭 生 活 像 の2番 目の 性 格 は,生 活 の 合理 化 や 能 率 化 の 問 題 へ の 関 心 で あ る。

「簡 易 な る園 遊 會 の 工 夫 」(1909),「 時 間 励 行 の 實 験 」(1909),「 手輕 に 客 を呼 ぶ 食 事 の

用 意 」(1913),「 私 の 工 夫 し ま した 料 理 毫 」(1913),「 虚 禮 巌IL問 題 」(1915),「 簡 素 な

生 活 か ら創 み 出 す 仕 事 」(1926),「 家 庭 生 活 合理 化 」(1930),「 中 流 家 庭 い か に 不 合理 な

る か の 實 例 」(1931),「 家 庭 生 活 合 理 化 展 」(1932)な ど に あ らわ れ て い る。 合 理,能 率 の

他 に も簡 素,工 夫 な ど の 言 葉 が た く さん み られ る。 ま た 「倹 約 の 徳 」(1908),「 五 つ の倹

約 法 」(1908),「 質 素 倹 約 の 實 験 」(1909),「 家 事 の 予 定 に よ りて 得 た る利 益 」(1909),

「我 家 に於 て 見 出 した る不 経 濟 」(1909)な ど,倹 約 と い う こ と に も意 を用 い て い る。

あ た ら しい 家 庭 生 活 像 の3番 目の 性 格 は,家 族 の 日常 生 活 を 大 切 に 考 え よ う と い う姿 勢
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が 強 い こ とで あ る。 第5章 で も詳 し く述 べ るが,「 家 族 本 位 」,「 子供 本 位 」 と い う用 語

もた くさん用 い られ,「 家 族 主 義 」(1916),「 夫 婦 本 位 」(1914)な ど と い う表 現 もみ られ

る。 た まに 来 る客 や 儀 式 よ り も,子 ど もや 家 族 の 日常 生 活 を 大 切 に 考 え よ うと して い る。

また,「 夫婦 平 等 の 基 礎 に 立 つ 米 國 人 の 家 計 」(1914)の よ うに 夫 婦 の 平 等 に 注 目 した 記

事 もあ り,こ う した こ と を観 念 だ け で は な く,具 体 的 に 考 え 日常 生 活 の な か に体 現 しよ う

と して い った と こ ろ に 『婦 人 之 友』 誌 の 特 徴 が あ る。

この こ と と も関 連 して,あ た ら しい家 庭 生 活 像 の4番 目の性 格 は ,女 性 像 に もあ た ら し

さを 求 め よ う と務 め て い る こ とで あ る。 封 建 的 な イ エ制 度 を 見 な お す よ うな視 点 は ほ とん

どみ られ ず,同 じ時 代 に,「 主 婦 とは 婦 人 の 社 会 的 形 態 の うち,も っ と もお くれ た 形 態 で

あ り」,「 封 建 制 度 が家 族 制 度 の うち に 婦 人 を制 約 した と ころ の ,具 体 的,抽 象 的 な存 在

物 」 で あ る と分 析 し,「 家 庭 の 社 会 化 は 婦 人 解 放 の あ らわ れ で あ る。 婦 人 の社 会 的 進 出 こ

そ,婦 人 を無 知 蒙 昧 か ら救 」 う こ と を は っ き りと述 べ て い る女 性 が い た8)こ と を 考 え る

と,『 婦 人 之 友』 誌 は 良 妻 賢 母 主 義 的 な 考 え方 をす こ し もで て い な い と もい え る が ,家 庭

の な か に あ って だ け は,そ の 中心 と な って 主 体 的 に 生 き る 「主 婦 」 像 が 描 か れ て1.・る。 食

後 な どにfど もた ち もみ な打 ち寄 って 来 る よ うな 「主 婦 室 」 や 「主 婦 居 間 」 な ど に 象 徴 さ

れ る よ うに,家 庭 運 営 の 中心 と して の 「主 婦 」 像 が 生 き生 き と描 か れ て い る。 客 観 的 に は

『婦 人 之 友』 誌 読 者 の ほ とん どは 専 業 「主 婦 」 で あ った が ,「 主 婦 とな って も職 業 を」(1

921),「 ア パ ー トに住 ん で 働 く夫 婦 」(1929)の よ うな記 事 が み られ る こ と に も心 を 留 め て

お き た い 。

そ して,あ た ら しい家 庭 生 活 像 の5番 目の 性 格 は ,子 ど もの 自立 に つ い て 議 論 され て い

る こ とで あ る。 た と え ば,「 子 供 と猫 立 心 」(1913) ,「 何 う して 子 供 に労 働 を教 へ ませ う

か」(1915),「 彼 等 を 自治 に導 く子供 二人 の 勉 強 部 屋 」(1932)で あ る。

(2)女 性 の た め の総 合 雑 誌

『婦 人 之 友 』 誌 の 記 事 の 内 容 の特 徴 の2番 目は ,家 庭 生 活 の あ り方 や 女 性 の 生 き方 に か

か わ る こ と,衣 ・食 ・住 の 問 題 や 家 計 の 合 理 的 な運 営 ,保 育 や 子 育 て な ど の ほ か,人 生 論

や 時 事 問 題 文 芸 欄 まで 広 範 な 問 題 を と りあ げ て い る こ とで あ る。 大 正 期 を 中 心 と した デ

モ ク ラ シー期 の 『婦 人 之 友』 誌 は ,「 生 活 を考 え る雑 誌 」 とい う以 上 に,女 性 の た め の総

合 雑 誌 と い う性 格 の 強 い もの で あ った。 この た め,住 宅 や 住 生 活 に関 して も単 に技 術 的 な

一12一



側 面 だ け で は な く住 居 観 を採 取 で き る資 料 で あ る。

当時 の 『婦 人 之 友 』 誌 に は,衣 ・食 ・住 ・保 育 や 育 児 ・家 計 や 家 庭 経 営 に 関 す る記 事 ば

か りで は な く,人 生 論 ・時 事 問 題 や 文 芸 な ど もた くさん掲 載 され て い るが,そ れ ぞ れ の 内

容 が どれ 位 の割 合 を 占 め て い るか を計 量 的 に把 握 す る こ とは む ず か しい。 家 計,管 理 に 関

す る記 事 が 比 較 的 多 く,衣 ・食 ・住 生 活 な どの 記 事 も経 営 管 理 的 な視 点 で と りあ げ られ て

い る もの が た くさん あ るが,こ れ を衣 ・食 ・住 そ れ ぞ れ の項 目に 分 類 す るか ,管 理 の項 に

分 類 す るか と い う こ とに よ って も,記 事 の 内 容 の 計 量 的 分 類 傾 向 が 異 な る と考 え られ る。

た と え ば,住 居 費 や 食 費 に 関 す る記 事 が あ り,そ れ を住 生 活 ・食 生 活 の 項 に分 類 す るか,

家 計 の項 に分 類 す るか とい う問 題 で あ る(住 生 活 関 連 記 事 の 分 類 に つ い て は,第2章 第

2節 で 詳 し くみ て い るが,そ の折,分 類 項 目 と して 住 居 費 ・住 宅 問 題 の項 を 設 げ た の で ,

住 居 費 に 関 す る記 事 は住 生 活 関 連 記 事 に 入 れ て い る)。 そ れ で もお お ま か な傾 向 を知 る た

め に,い くつ か の 年 を と って 計 量 して み た と こ ろ,頁 数 の割 合 で,人 生 論 ・時 事問 題 が約

2割,文 芸 欄 が約2割,食 生 活 が1割 強,家 計 が1割,保 育 ・育 児 が1割 弱 ,衣 生 活 が1

割 弱,住 生 活 が数%位 で あ る。 もち ろ ん,そ の 他 の 記 事 もか な りあ る。 また,『 婦 人之 友』

誌 は社 会 状 況,と くに社 会経 済 的 な状 況 や 戦 争 の 影 響 を強 く受 け て,内 容 が時 代 と と もに

変 化 して い るが,1934年 まで は 上 記 の 比 率 に は そ れ ほ ど変 化 が な い。

ち な み に,『 婦 人 之 友』 誌 は1916年3月 号 か ら1921年1月 号 まで,各 号に,}名 を つ け て

い るが,順 次 あ げ る と

19171新 年 希 望19181新 年 開 運

年 月 号 名19172運 命 開 拓 實 例19182新 旧調 和

19163子 供19173家 庭 能 率 増 進19183婦 人 職 業 問題

19164安 価 生 活19174婦 人猫 立 自活19184春 期 特 別

19165家 庭 圓 瀾19175夫 婦 問 題19185虚 栄 生 活 爲 實

19166現 代 風 俗19176良 家 風19186f供 教 育 養 育

19167婦 人 健 康19177女 中 問 題19187心 身 健 全

19168簡 易 休 養19178理 想 生 活19188生 活 愉 快

19169家 庭 食 物19179生 活 難 易19189無 駄 な き生 活

191610男 女 問 題191710結 婚 禍 福191810世 態 人 情

191611安 心 立 命191711世 帯 経 営191811生 活 革 新

191612家 計 整 理191712年 末 家 事 反 省191812年 末 い ま しめ
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